
三重県介護支援専門員協会

桑員支部の取り組み

三重県介護支援専門員協会桑員支部
支部長 福本 美津子



○介護保険と介護支援専門員

○桑名の現状と三重県介護支援専門員協会
桑員支部活動(以後 支部活動）

○介護支援専門員の支援



○介護保険と介護支援専門員



介護保険制度の制度上の基本理念

介護保険制度の提供面での基本理念

＝高齢者介護の基本理念

介護保険の基本理念

介護サービスの社会化

自立支援

自己決定権
の尊重

残存能力の
活用

生活の継続性
の尊重



• 役割→介護保険制度の目的を実現すること

• 介護保険制度の基本理念を実現させるため
の重要な担い手

＝「介護保険制度の要」

介護保険の誕生と共に生まれた職

介護支援専門員とは
利用者の自立の支援及び生活の質の向上を
図るための居宅介護支援の能力を有する者



介護保険法第７条第５項

介護支援専門員とは

• 要介護者又は要支援者からの相談に応じ、要介護
者などが心身の状況等に応じ、適切な居宅サービ
スが受けられるように市町村やサービス事業者等と
の連絡調整を行う者で要介護者等が自立した日常
生活を営むのに必要な援助に関する専門的識及び
技術を有する者として「介護支援専門員の証」の交
付を受けた者

介護支援専門員の定義



プロセスの目的達成に必要な
『技術・技能｣

※ アセスメント→プランニング

↑ ↓

モニタリング←マネジメント

・介護保険制度

・ケアマネジメント

・高齢者理解

・疾病

・他制度・地域の社会資源 等

自立支援 利用者本位 公正・中立 ・ 権利擁護

自立支援につながる

ケアマネジメント

倫 理

技術・技能 知 識

介護支援専門員という専門職に求められる
自立支援に必要な三つの能力



地域包括支援
センター

介護保険施設

特養・老健

特定施設入居者
生活介護

地域密着型
サービス

居宅介護支援

事業者

(特定加算）

居宅介護支援
事業者

介護支援専門員の配置
主任ケアマネ在



• 介護保険サービスや他の保健・医療・福祉サービスを提供
する者との連絡調整、他の介護支援専門員に対する助言・
指導などケアマネジメントが適切かつ円滑に提供されるため
に必要な業務に関する知識及び技術の修得(研修目的）

• 2006年度に行われた介護保険法改正によって新たに創設さ
れた地域包括支援センターには、主任介護支援専門員の配
置が義務付けられている。

■居宅介護支援費に関する特定事業所加算を取得する事
業所にあっては、常勤かつ専従の介護支援専門員とは別に
主任介護支援専門員を配置しなければならない。

主任介護支援専門員の配置

主任介護支援専門員は常勤で5年以上経験があり研修を受講し県で認めら
れた者



介護支援専門員を取り巻く社会的背景



H23.5.8中央社会保障医療
協議会資料より



H23.5.8中央社会保障医療
協議会資料より





介護支援専門員の取り組むところ

基本的な考え方

①医療ニーズの高い者に対する看護職(リハビリ職）
と介護職の連携

②認知症への対応

③高齢者が自宅で生活を継続できる地域づくり

ケアマネジメントとスキル向上

①アセスメントと課題の抽出

②サービス担当者会議の機能強化

③モニタリングで適切な評価

川越雅弘氏 三重県介護支援専門員協会 記念講演会資料参考



医師へ

情報提供

申請援助

介護保険
申請

・訪問調査

・医師の

意見書

一時判定

(ｺﾝﾋﾟｭﾀｰ)

二次判定

認定審査会
認定結果

要支援1・2

要介護1～5

ケアプラン
の作成

介護保険利用の流れと

介護支援専門員のかかわり

介護支援専門員

依頼あり

アセスメント

サービス担当
者会議

調整ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

居宅サービス

施設サービス



ケアプランはどの段階のニーズに働きかけているか

生理的欲求

安全の欲求

所属・愛情の欲求

自尊の欲求

自己実現の欲求

介護給付の枠の
中では入れにくい

ｲﾝﾌｫｰﾏﾙやﾌｫｰﾏ
ﾙなどいくつももの
支援を模索する必
要がある

ケアマネジメントはその人の人生を応援するもの
最低生活保障（憲法第２５条）ではなく

最高の生活保障（憲法第１３条）を目指すもの

在宅ﾌﾟﾗﾝの
場合ここに
ﾆｰｽﾞが集
中する

強さへのアプローチは生活
の豊かさや満足感を生み出
すことにつながっていく

強さを見つけて

引出していく

弱さを見つけて

手当していく

弱さへのアプローチは生命
や基本的な生活機能を守る
こと



介護サービスを利用するにあたり

※

家
族
の

希
望
・
要
望

※

本
人
の

希
望
・
要
望

利用者・家族の意向の調整

具体的な利用者・家族

が望む生活のイメージ

訪問介護
訪問看護
訪問入浴

つ

通所介護
通所リハ

ﾘﾊﾋﾞﾘ

福祉用具
貸与
購入

住宅改修
地域密着
サービス

施設入所

介
護
支
援
専
門
員
の
関
わ
りｲﾝﾌｫｰﾏﾙ

ｻｰﾋﾞｽ



居宅介護支援＝居宅サービス利用者を対象にケアマネジメントを行うこと

介護保険法第８条第２１項 【要約】

①要介護者が居宅において生活に必要なサービス
（介護保険外のサービスを含む）を利用できるように

②要介護者の依頼を受け

③要介護者のニーズに応じた居宅サービス計画を作
成し

④サービス提供が確保されるようにサービス提供者と
連絡調整を行う

⑤必要に応じて介護保険施設等の紹介をする

介護支援専門員



インフォーマルな資源とは‥自分の内側にある資源

・自分に関係するすべての社会資源をインフォーマル
な資源という。

（例）家族、知人、昔の会社仲間、お隣の奥さん、
趣味の仲間、主治医‥

フォーマルな社会資源とは‥自分の外側にある資源

・公的な資源

（例）介護保険サービス、地域の公的サービス、病
院（医療を提供する機関）‥

「インフォーマルなサービス」って？



• 社会的な存在である人を護り続ける存在である

• そのためにどうかかわるか（人と人を結びつけるのか）

• そして、その関わりの中で人間そのものの価値（その人
が存在する価値）をどう見出していくかということ

媒介する

何をつなぐのか 人と人

「社会との関わり」

守る、護る、助ける



桑名の現状と桑員支部活動



(都道府県) 三重県介護支援専門員協会

桑員

支部
四日市

支部

鈴亀

支部津

支部

伊賀

支部

松阪

支部
紀北

支部
紀南

支部

南志

支部

介護支援専門員と組織

日本介護支援専門員協会



居宅介護支援事業所

いなべ９事業所

人口4.７万人 桑名３３事業所
人口１５万人

東員９事業所
人口2.5万人



桑名市の居宅介護支援事業所の規模

9

8

6

3

2

4

1

1人 2人 3人 4人 5人 6人 ７人

主任介護支援専門員
14事業所(15名）

厚労省 介護サービス情報公表システム
26.3.19掲載より作成

事業所数33



桑員支部とは



62%
18%

10%

4%
1%

5%

桑員支部における市町別

介護支援専門員の割合
桑名市 いなべ市

東員町 木曽岬

その他 住所なし

n＝181
H26.4.30
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三
重
県
介
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支
援
専
門
員
協
会
桑
員
支
部
が
で
き
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
よ
り
二
期
目
二
年
の
支
部
長
職
の
任

に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向
上
と
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
に
お
け
る
議
論
の
内
容
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
が
当

面
の
私
た
ち
の
課
題
と
受
け
て
お
り
ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員
に

は
、
利
用
者
の
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
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に

関
す
る
専
門
的
な
知
識
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び
技
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要
と
な
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ま
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で
考

え
し
っ
か
り
責
任
を
担
う
力
を
身
に
つ
け
ま
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年
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見
え
る
化
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に
会
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を
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め
役
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員
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
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。
会
員
増
や
運
営
参
加(

研
修
会
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増
な

ど
、
共
に
こ
の
二
年
を
歩
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で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
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を

申
し
上
げ
ま
す
。
役
員
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委
員
の
仕
事
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い
て
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部
マ
ニ
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ア
ル
も
で
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新
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新
委
員
に
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て
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不
安
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の
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て
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役
員
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員
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活
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手
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で
す
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そ
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体
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す
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ろ
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桑
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三
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又
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挙
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つ
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は
、
全
会
員
で
よ
り
公
正
平
等
に
と
い
っ
た
観
点
か
ら
例

年
の
選
挙
を
さ
ら
に
深
め
、
顔
見
知
り
に
役
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っ
て
も
ら
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こ
と
が
で
き
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し
た
。
い
な
べ
市
と
東
員
で
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、
一
堂
に
会
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推

薦
、
木
曽
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は
、
日
頃
よ
り
の
連
携
と
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
推
薦
、

桑
名
市
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
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内
で
の
選
挙
手
法
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
今
期
に
つ
な
が
る
２
年

間
の
活
動
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
さ
ら
な
る
躍
進

を
願
っ
て
、
今
後
の
２
年
間
を
共
に
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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発行者：三重県介護支援専門員協会 

桑員支部 

発行日：平成 2５年６月 2９日 

平成 25 年 5 月 18 日東員町勤労会館において今年度の通常総

会が開催され、上程された全議案について承認がなされました。 

総会では、伊藤嘉英新研修部会長から新年度の研修事業計画

について「研修内容については、関係機関との連携、介護支援

専門員の倫理、医療の知識、制度改正について等、会員や関係

行政からの要望に応えられるように研修部会が企画する。」とい

う方針が発表されました。本年度、研修部会は、昨年度以上に

充実した研修内容で多数の会員・非会員の皆様に研修参加して

いただけるようにと、既に本年度の研修計画を発表しています。 

                 

 

第 1 回  ５月１８日（土） 「認知症高齢者の生活について～医療の立場から見えた事～」 ※催行済 

講師：上野病院リハビリテーション部 部長 奥谷 佳緒里 氏 
第 2 回  ６月２８日（金） 「介護重度化予防のための栄養管理と常食化プロジェクト 低栄養が介護重度化を招く！」 

講師：順天堂大学保健看護学部 助教授  藤尾 祐子 氏 

第 3 回  ８月２４日（土） 「ケアマネとして自信が持てる退院カンファと訪問看護・リハの上手な活用法」 

講師：安心生活在宅クリニックあおい 院長  飛田 拓哉 氏 

第 4 回  ９月１８日（水） 「知っておきたい医療の知識」 講師：サトラサービス 代表  内田 都良 氏 
第 5 回 １０月１６日 （水） 「テーマ 心のケアと生きる意味を考える」 講師：飛騨千光寺 住職  大下 大圓 氏 
第 6 回 １１月１２日（火） 「居宅プランと加算算定の書類作成かみ砕き講座」 

講師：あたご研究所 代表  後藤 佳苗 氏 
第７回  ２月 未定        「事例発表・ケアマネ交流会」 

※タイトルは若干変更する事があります。 

 

平成25年度 桑員支部の活動

広報の発行 年3回
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り扱い事業所： 

「利用者・家族の声」 ひとことカード 

 介護保険制度の“見直し”の論議がすすめられています。 

 今回の論議では、要支援の認定を受けた人を「介護保険制度から除外し、市町

の福祉制度におまかせ」という内容が含まれています。 

 このカードは、介護保険制度の見直しによって生じる要支援の方やご家族の介

護の状況や生活への影響をお聞きするものです。お答えいただいた内容は、とり

まとめて利用者・家族の声として、国や自治体に届ける予定です。 

 ご協力をお願いします。 

 今、介護保険でどんなサービスを受けていますか？ 

 

 介護保険が使えなくなると、どんなことが困りますか？ 

 

 『こんな介護保険にして下さい』 

  わたしの望むこと 

 

 

最初に教えてください。 

性別（ 女性  男性 ）     年齢（    歳）  

お住まい（ 独居  夫婦  ２世帯以上 その他  ） 

 



年月日

H25.6

H25.8

H25.9

H25.10

H25.11

H26.2

H25.5

参加者
数

認知症高齢者の生活について
～医療の立場から見えてきた事～

介護重度化予防のための栄養管理と
常食化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ～低栄養が介護重度化を招く～

ｹｱﾏﾈとして自信がもてる退院ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ
訪問看護・訪問リハビリの上手な活用法

病気がわかる講座
~腎不全、糖尿病、慢性閉塞性肺疾患の在宅医療について ~

心のケアと生きる意味を考える

居宅ケアマネ必見。
加算算定に必要な書類の作り方

事業所発表会・情報交換会
地域包括ケアにおける介護支援専門員への期待

５９名

平均評価
5段階

3.42

７９名 4.27

８０名 4.3

１１６名

８３名

７８名

５０名

3.6

4.7

4.2

3.8

平成25年度 研修会

研修テーマ



• 保険者として、介護保険制度の目的・理念やケアマ
ネジメントの意義などについて、被保険者やその家
族に周知していくことが重要である。

• 自身の知識や技術の向上に取り組むことも重要で
あるが、介護支援専門員の資質の向上への取組を
効果的なものとするため、保険者である市町村によ
り、介護支援専門員の支援を充実していくことも重
要である。

保険者機能の強化等による介護支援専門員
の支援について



自立した自宅での生活が続けられるように、
介護支援専門員は｢介護を社会で支える｣

支援をします。

ご清聴ありがとうございました。


